


２広報東松島　６月号

▲職員に迎えられての初登庁(5月2日)

初代市長  阿部秀保氏に 初代市長  阿部秀保氏に 
お ひ  で お ひ  で 

ま
ち
づ
く
り
の 

ま
ち
づ
く
り
の 

ま
ち
づ
く
り
の 

ま
ち
づ
く
り
の 

シ
ナ
リ
オ 

シ
ナ
リ
オ 

シ
ナ
リ
オ 

シ
ナ
リ
オ 

　
4
月
2929
日
に
投
票
が
行
わ
れ
た
東
松
島
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

日
に
投
票
が
行
わ
れ
た
東
松
島
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
1
万
5
、
8 8 
4 4 
2
票(

投
票
者
数
・
投
票
率
／

投
票
者
数
・
投
票
率
／ 

2
万
5
、
6 6 
6 6 
9
人
・
人
・
7575･

1313
％)

を
得
票
し
た
阿
部
秀
保
氏

を
得
票
し
た
阿
部
秀
保
氏(

表)

が
当
選
を
果
た
し
、
初
代
東
松
島
市
長
に
就
任

が
当
選
を
果
た
し
、
初
代
東
松
島
市
長
に
就
任 

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
新
市
長
の
抱
負
や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
を

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
新
市
長
の
抱
負
や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

お
伝
え
し
ま
す
。 

　
4
月
29
日
に
投
票
が
行
わ
れ
た
東
松
島
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
1
万
5
、
8 
4 
2
票(

投
票
者
数
・
投
票
率
／ 

2
万
5
、
6 
6 
9
人
・
75･

13
％)

を
得
票
し
た
阿
部
秀
保
氏(

表)

が
当
選
を
果
た
し
、
初
代
東
松
島
市
長
に
就
任 

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
新
市
長
の
抱
負
や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
４
月

１
日
、
宮
城
県
東
松
島
市
が
誕
生

し
ま
し
た
。
国
際
観
光
テ
ー
マ
地

区
で
も
あ
る「
日
本
三
景
松
島
」の

隣
接
町
で
あ
り
、
景
勝「
奥
松
島
」

を
持
つ
鳴
瀬
町
と
、
航
空
自
衛
隊

松
島
基
地
が
所
在
し
、
広
域
仙
台

都
市
圏
お
よ
び
石
巻
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
続
け
る
矢

本
町
が
合
併
し
誕
生
し
た
、
風ふ
う

光こ
う

明め
い

媚び

な
自
然
と
人
々
の
集
い
を
兼

ね
備
え
た
新
市
で
す
。
こ
の
東
松

島
市
の
最
初
の
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
力
強
い
ご
支
援
･
ご
厚こ
う

情じ
ょ
う

を
賜た
ま
わ

り
、
当
選
の
栄え
い

に
浴よ
く

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
皆
さ
ん
と
と
も

に
両
町
の
素
晴
ら
し
い
自
然
･
文

化
･
歴
史
遺い

産さ
ん

を
誇ほ
こ

り
に
、
新
た

な
歴
史
づ
く
り
に
邁ま

い

進し
ん

す
る
決
意

と
同
時
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
、
身
の
引
き
締し

ま
る
思
い
が

い
た
し
ま
す
。

行
政
事
務
が
続
く
限
り
重
要
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
永
遠
の
テ

ー
マ
、
そ
れ
は
時
代
の
要
請
に
応

え
る
た
め
の「
行
財
政
改
革
」だ
と

思
い
ま
す
。

住
民
の
目
線
に
立
っ
た
住
民
の

た
め
の
行
財
政
改
革
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

職
員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
意
識

改
革
に
必
要
な
こ
と
は「
行
動
」

「
実
践
」の
繰
り
返
し
で
す
。
合
併

は
究
極
の
行
財
政
改
革
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
ず
、
①
市
職
員
の
意
識

改
革
②
職
員
の
定
数
管
理（
組
織
の

ス
リ
ム
化
）③
民
間
で
で
き
る
こ
と

は
民
間
に
任
せ
る
④
市
長
車
や
公

用
車
の
運
用
見
直
し
⑤
合
併
効
果

の
追
求
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

責
任
の
重
さ
に

身
を
引
き
締
め

行
財
政
改
革
は

永
遠
の
テ
ー
マ

安
定
し
た
市
政
運
営
を
目
指
し
ま
す 
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保 
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３ 広報東松島　６月号

新
市
づ
く
り
の
最
優
先
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」で
す
。

今
年
１
月
に
政
府
が
発
表
し
た

地
震
調
査
委
員
会
の
報
告
に
よ
る

と
、
宮
城
県
沖
地
震
の
発
生
確
率

は
１０
年
以
内
に
５０
％
以
上
、
２０
年

以
内
で
は
９０
％
と
、
い
つ
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
昨
年
の
宮
城
県
北
部
連
続
地

震
を
教
訓
と
し
て
、「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」の
連
携
を
確
立
し
、
事
前

対
策
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
地
震
の
発
生
を
止
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
災
害
規

模
を
抑よ

く

制せ
い

し
被
害
者
を
減
ら
す
こ

と
は
で
き
ま
す
。

災
害
対
策
は
市
民
の
生
命
･
財

産
を
守
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
促
進
や
避

難
所
の
確
保
整
備
、
防
災
教
育
へ

の
取
り
組
み
推
進
を
図
っ
て
行
き

ま
す
。

市
制
施
行
と
同
時
に
、
市
役
所

内
に「
社
会
福
祉
事
務
所
」が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
住
民
の
た
め
の
福

祉
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
今こ
ん

日に
ち

、
民
間
を
含

め
て
福
祉
関
連
団
体
や
施
設
と
の

連
携
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で

自
立
し
た
生
活
や
社
会
参
加
、
障

害
者
と
そ
の
家
族
の
就
労
、
活
躍

の
場
の
確
保
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

安
心
し
て
利
用
で
き
る
地
域
医

療
の
体
制
は
、
医
療
機
関
相
互
の

連
携
強
化
の
推
進
･
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
の
実
現
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
夜
間
や
休
日
、
救
急
時
に

お
け
る
医
療
機
関
の
連
携
を
確
立

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

産
業
･
観
光
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」の
一
環

と
し
て
産
業
の
振
興
を
位
置
づ

け
、
第
一
次
産
業
か
ら
第
三
次
産

業
ま
で「
地
産
地
消
」、
地
域
循
環

型
経
済
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

効
果
の
あ
る
各
種
施
策
の
展
開
が

可
能
と
考
え
ま
す
。

一
方
、
観
光
面
で
は
、
日
本
三

景「
松
島
」と
い
う
世
界
に
誇
る
ネ

ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
最
大
限
生
か

し
、
国
内
外
へ
Ｉ
Ｔ
な
ど
を
活
用

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
矢
本
･
鳴
瀬
両
町

が
培つ
ち
か

っ
て
き
た
歴
史
や
文
化
、
大

自
然
と
地
域
の
安
心
･
安
全
･
新

鮮
な
食
を
戦
略
素
材
と
し
て
、
他

産
業
と
連
携
し
て
農
業
、
漁
業
の

体
験
な
ど
老
若
男
女
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
体
験
型
観
光
と
教
育
研

修
を
視
野
に
入
れ
た
観
光
事
業
を

展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

-

５/

１
３
Ｗ
×
１
６
Ｌ
）

こ
の
ほ
か
、雇
用
の
場
の
創
出
、

航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
と
の
協
調

体
制
を
維
持
し
た
生
活
環
境
整

備
、
積
極
的
な
情
報
公
開
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

基
本
姿
勢
は
、「
安
定
な
市
政
運

営
」「
行
動
す
る
市
民
本
位
の
市
制

推
進
」「
地
域
の
均き

ん

衡こ
う

あ
る
発
展
」

の
三
本
柱
。
聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の「
１７
条

の
憲
法
」に
あ
る
よ
う
に「
和
」を

基
本
理
念
と
し
て
、
公
正
･
公

平
･
信
頼
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、
現
場
の
声
を
大
事
に
し
、
そ

し
て
第
一
に
税
金
の
無
駄
使
い
を

せ
ず
に
安
心
･
安
全
･
安
定
し
た

運
営
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

備
え
あ
れ
ば憂う

れ

い
な
し

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
･
医
療
社
会
を

地
産
地
消
が

産
業
振
興
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

和
を
以も

っ
て

貴と
う
と

し
と
な
す

市
で
は
、
５
月
１９
日（
金
）に

行
わ
れ
た
東
松
島
市
議
会
臨
時

議
会
へ
石
山
賢
吉
氏（
東
松
島
市

総
務
課
長
）を
助
役
に
、
ま
た
、

加
藤
寛
壽
氏（
元
矢
本
町
収
入
役
）

を
収
入
役
に
選
任
す
る
人
事
案

を
提
出
。
助
役
、
収
入
役
と
も

に
同
意
を
得
て
、
就
任
が
決
定

し
ま
し
た
。

同
議
会
で
は
こ
の
ほ
か
、
教

育
委
員
会
や
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
を
同
意
。
市
議

会
の
各
常
任
委
員
会
と
選
挙
管

理
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を

決
定
し
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

新
市
助
役
・
収
入
役
　
決
定

～阿部秀保市長プロフィール～～阿部秀保市長プロフィール～ 
　昭和　昭和3030年4月2626日矢本町生まれの日矢本町生まれの5050歳。昭和歳。昭和5454年、中央大学法学部政治学科年、中央大学法学部政治学科 
卒業後、宮城県議会議員秘書になる。昭和卒業後、宮城県議会議員秘書になる。昭和6262年、矢本町議会議員に初当選し年、矢本町議会議員に初当選し5期 
1818年、平成年、平成1111年から矢本町議会議長を務める。年から矢本町議会議長を務める。 
　趣味はジョギングと野球観戦。家族は妻、長男、長女、　趣味はジョギングと野球観戦。家族は妻、長男、長女、二男、義父の二男、義父の6人暮らし。人暮らし。 

～阿部秀保市長プロフィール～ 
　昭和30年4月26日矢本町生まれの50歳。昭和54年、中央大学法学部政治学科 
卒業後、宮城県議会議員秘書になる。昭和62年、矢本町議会議員に初当選し5期 
18年、平成11年から矢本町議会議長を務める。 
　趣味はジョギングと野球観戦。家族は妻、長男、長女、二男、義父の6人暮らし。 

東松島市助役

石山　賢
けん

吉
きち

（58歳／新東名北）

東松島市収入役

加藤　寛
かん

壽
じゅ

（62歳／前里）
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信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
を

市
議
会
議
員
が
決
定
し
ま
し
た

東
松
島
市
と
し
て
、
最
初
の
議
会
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

旧
矢
本
町
か
ら
は
１８
人
、
旧
鳴
瀬
町
か
ら
は
8
人
の
合
計
２６
人
で
す
。

な
お
、
任
期
は
4
年
間
で
次
の
選
挙
か
ら
は
定
数
が
２４
人
に
な
り
ま
す
。

三
み

浦
うら

昇
のぼる

南新一区／飲食店経営

五
ご

野
の

井
い

敏
とし

夫
お

筒場区／会社員

五
ご

ノ
の

井
い

惣
そう

一
いち

郎
ろう

南一区／農　業

熊
くま

谷
がい 　

昌
まさ

崇
たか

浜須賀区／会社員

鎌
かま

田
た 　

勇
ゆう

紀
き

河戸区／自営業

小
お

山
やま

和
かず

晴
はる

下浜一区／無　職

小
お

野
の

勝
かつ

見
み

月浜区／自営業

大
おお

橋
はし

博
ひろ

之
ゆき

西福田上区／会社役員

大
おお

沼
ぬま

重
しげ

保
やす

大溜区／会社役員

上
うえ

田
だ

勉
つとむ

関の内一区／書道塾主宰

阿
あ

部
べ

としゑ
照井区／農　業

阿
あ

部
べ

勝
かつ

�
のり

中　区／農　業

こ
の
た
び
、
新
市
議
会
に
て
議

員
各
位
の
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
議

長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
合
併
に
よ
り
東
松
島

市
が
誕
生
し
、
旧
矢
本
町
、
旧
鳴

瀬
町
、
そ
れ
ぞ
れ
が
培
っ
て
き
た

歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
そ
し
て
海
、

浜
、
山
、
川
と
豊
富
な
自
然
を
、

約
４
３
、０
０
０
人
の
市
民
が
共

有
す
る
喜
び
を
共
に
分
か
ち
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
合
併
し
て
良
か

っ
た
、
こ
の
街
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は

残
さ
れ
て
い
る
多
く
の
課
題
を
解

決
し
、
旧
両
町
民
が
早
期
に
一
体

化
し
て
、
行
政
、
議
会
、
住
民
が

三
位
一
体
と
な
っ
て
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一い

ち

翼よ
く

を
担

う
議
会
で
す
の
で
、「
市
民
の
目

線
に
立
っ
た
議
会
、
市
民
か
ら
分

か
り
や
す
く
納
得
が
で
き
る
議

会
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
」な
ど
の

環
境
づ
く
り
を
第
一
と
し
て
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭べ
ん

撻た
つ

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
目
線
に
立
ち

まちづくり 
メンバー 
～市議会議員～～市議会議員～ 
（五十音順）（五十音順） 

まちづくり 
メンバー 
～市議会議員～ 
（五十音順） 

議    長 議  長 
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顔
写
真

名　前
行政区／職　業

渡
わた

邊
なべ 　

稔
みのる

上河戸二区／司法書士

渡
わた

邊
なべ 　 　

勝
つよし

寺　区／農　業

八
や

木
ぎ

登
と

喜
き

雄
お

小野下区／農　業

八
や

木
ぎ 　

繁
しげ

次
つぐ

鹿妻一区／農　業

古
ふる

川
かわ 　

泰
やす

廣
ひろ

小野上区／農　業

長
は

谷
せ

川
がわ 　

博
ひろし

下町一区／農　業

丹
たん

野
の 　

幸
ゆき

男
お

洲崎区／会社役員

多
た

田
だ 　

龍
りゅう

吉
きち

小野下区／農　業

滝
たき

健
けん

一
いち

小野上区／会社役員

菅
すが

原
わら 　

節
せつ

郎
ろう

新町区／学習塾経営

新
しん

貝
かい 　

貢
こう

一
いち

貝殻塚一区／無　職

佐
さ

藤
とう 　

富
とみ

夫
お

貝殻塚一区／美術品商

佐
さ

藤
とう 　

筐
きょう

子
こ

貝殻塚二区／党役員

佐
さ

々
さ

木
き

壽
とし

男
お

上小松区／農　業

議
会
構
成
の
紹
介

５
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
た
初
議

会
で
正
副
議
長
を
含
む
議
会
構
成

が
決
ま
り
ま
し
た
。
各
種
委
員
会

の
お
も
な
役
割
と
し
て
は
、
議
会

運
営
委
員
会
は
議
会
の
運
営
な
ど
。

各
常
任
委
員
会
は
所
管
の
事
務
事

業
の
精せ

い

査さ

な
ど
。
議
会
報
調
査
特

別
委
員
会
は
議
会
だ
よ
り
の
発
行

と
編
集
に
つ
い
て
で
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
一
部
事
務
組
合
議
会
の
構

成
も
決
ま
り
ま
し
た
。な
お
、詳
細

は
議
会
広
報
紙
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

委
員
長
　
　
上
　
田
　
　
　
勉

副
委
員
長
　
　
八
　
木
　
登
喜
雄

渡
　
邊
　
　
　
稔

五
野
井
　
敏
　
夫

新
　
貝
　
貢
　
一

阿
　
部
　
勝

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
渡
　
邊
　
　
　
勝

副
委
員
長
　
　
新
　
貝
　
貢
　
一

大
　
沼
　
重
　
保

滝
　
　
　
健
　
一

上
　
田
　
　
　
勉

小
　
野
　
勝
　
見

佐
　
藤
　
富
　
夫

議
　
長
　
三
　
浦
　
　
昇

副
議
長
　
渡
　
邊
　
　
稔

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
五
ノ
井
　
惣
一
郎

副
委
員
長
　
　
古
　
川
　
泰
　
廣

大
　
沼
　
重
　
保

小
　
山
　
和
　
晴

小
　
野
　
勝
　
見

熊
　
谷
　
昌
　
崇

丹
　
野
　
幸
　
男

佐
々
木
　
壽
　
男

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
山
　
和
　
晴

副
委
員
長
　
　
菅
　
原
　
節
　
郎

阿
　
部
　
と
し
ゑ

大
　
橋
　
博
　
之

熊
　
谷
　
昌
　
崇

佐
　
藤
　
筐
　
子

渡
　
邊
　
　
　
稔

議
会
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
八
　
木
　
繁
　
次

副
委
員
長
　
　
阿
　
部
　
と
し
ゑ

多
　
田
　
龍
　
吉

滝
　
　
　
健
　
一

渡
　
邊
　
　
　
勝

大
　
橋
　
博
　
之

佐
　
藤
　
筐
　
子

長
谷
川
　
　
　
博

佐
　
藤
　
富
　
夫

菅
　
原
　
節
　
郎

鎌
　
田
　
勇
　
紀

福
祉
環
境
常
任
委
員
会

副議長副議長 副議長 
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生活環境課から発信　生活環境課から発信　Vol.Vol.２ 生活環境課から発信　Vol.２ 

環
境
衛
生
係
か
ら

廃
棄
物
対
策
係
か
ら

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

狂
犬
病
予
防
の
た
め
の
集
合
注

射
を
６
月
１３
日（
月
）か
ら
２１
日

（
火
）ま
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
各

飼
い
主
の
方
宛
て
に
は
、
６
月
１０

日
ま
で
に
注
射
会
場
な
ど
を
明
記

し
た
案
内
を
通
知
い
た
し
ま
す
。

同
封
す
る
問
診
票
に
は
、
必
ず

当
日
の
犬
の
健
康
状
態
を
記
入

し
、
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
診
票
が
無
い
場
合
に
は
、
注
射

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
健
康
状
態
が
優
れ
な
い
状
態

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
た
場

合
、
犬
が
死
亡
し
た
事
例
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
問
診
票

の
記
載
内
容
で
確
認
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
記
載
に
当
た
っ

て
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
問
診
票
の
内
容
と
犬
の

健
康
状
態
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
獣

医
師
が
無
理
と
判
断
し
た
場
合
に

は
、
注
射
し
な
い
で
お
帰
り
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
は
後
日
、
獣
医
院
で

注
射
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

今
月
号
は
家
庭
か
ら
出
る
ご
み

の
分
別
と
出
し
方
に
つ
い
て
で
す
。

東
松
島
市
で
は「
可
燃
ご
み
」「
資
源

ご
み
」「
粗
大
ご
み
」の
３
種
類
を
収

集
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
該
当
し
な

い
ご
み
や
収
集
日
が
違
う
ご
み
、

分
別
が
さ
れ
て
い
な
い
混
合
ご
み

は
、
収
集
せ
ず「
収
集
で
き
ま
せ
ん

ス
テ
ッ
カ
ー（
黄
色
）」が
貼
っ
て
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
は
絶
対
に
持
ち

帰
り
、
適
切
に
処
理
願
い
ま
す
。

【
可
燃
ご
み
】

指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
生
ご
み
の
水
切
り
は

し
っ
か
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
資
源
ご
み
】

●
透
明
、
茶
色
、
黒
色
、
緑
色
の

ビ
ン
は
各
色
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

①祝祭日でも資源・粗大ごみを回収 
　東松島市では、皆さんの混乱を防
ぐ目的で祝祭日にも資源物・粗大ご
みの回収を４月１日から実施してい
ます。詳しくは『ごみ収集カレンダ
ー』をご参照ください。（ホームペー
ジにも掲載） 
②小動物の死体は土日祝祭日も回収 
　道路などの公共用地で死亡した小
動物の死体に関しては、８７‐３１１１ま
でご連絡いただければ、土日・祝祭
日を問わず回収に伺います。 
（※詳しい場所をお知らせください） 
③犬の登録はどちらでも・・・ 
　狂犬病予防注射の注射済票交付や、
飼い犬の新規登録、死亡に関する手
続きは、本庁（旧矢本庁舎）の市民課
窓口、または鳴瀬総合支所（旧鳴瀬
庁舎）生活環境課のどちらでも手続
きが可能です。 

●
生
き
び
ん（
ビ
ー
ル
や
一
升
び

ん
）は
洗
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
空
き
缶
は
つ
ぶ
さ
ず
に
出
し
て

く
だ
さ
い（
ミ
ル
ク
缶
の
大
き
さ
ま

で
、
そ
れ
以
上
は
粗
大
ご
み
へ
）。

●
紙
類
は
各
種
、
紙
ひ
も
で
束
ね

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
雨
天
の
際
は
、

次
回
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
衣
類
は
シ
ャ
ツ
、
ズ
ボ
ン
、
タ

オ
ル
な
ど
の
金
具
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
は
外
し
、
紙
ひ
も
で
束
ね
る

か
買
い
物
袋
に
入
れ「
衣
類
」と
書

い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

毛
糸
製
、
石
油
製
は
可
燃
ご
み
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
人
に
見

ら
れ
た
く
な
い
下
着
類
や
明
ら
か

に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
よ
う
な

雑
巾
も
可
燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
布
団
や
毛
布
は
粗
大
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
雨
天
時
は

次
回
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
洗
い
、
つ
ぶ

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
は
直
接
出
し

て
く
だ
さ
い
。
危
険
な
物
は
透
明

な
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
有
害
ご
み
の
乾
電
池
は
直
接
出

し
て
く
だ
さ
い
。
蛍
光
灯
と
水
銀

体
温
計
は
透
明
な
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
不
燃
ご
み
は
、
な
べ
、
や
か
ん
、

ス
プ
レ
ー
缶（
穴
を
開
け
て
）、
刃

物
、
傘
な
ど
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
粗
大
ご
み
】

電
化
製
品（
家
電
４
品
目
を
除
く
）、

家
具
、
布
団
な
ど
に
つ
い
て
は
ひ

も
で
束
ね
る
な
ど
工
夫
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
ト
タ
ン
、

瓦
、
建
材
、
た
た
み
、
タ
イ
ヤ
、

バ
ッ
テ
リ
ー
、
焼
却
灰
、
産
業
用

資
材
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
廃
棄
物

対
策
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
1
８２
‐
１
１
１
１
　
内
線
２
１

６
３
）

犬
の『
ふ
ん
害
』多
発
!!

係
に
寄
せ
ら
れ
る
ペ
ッ
ト
の
苦

情
の
中
で
圧
倒
的
に
多
い
の
が

『
ふ
ん
害
』で
す
。
通
学
路
な
ど
に

残
さ
れ
た『
ふ
ん
』を
散
歩
中
の
方

や
児
童
生
徒
が
踏
ん
で
し
ま
い
、

大
変
不
快
な
思
い
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の『
ふ
ん
』に
は
寄
生
虫
の

卵
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
中
に

は
人
間
に
も
寄
生
す
る
種
類
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
数
多
く
の

問
題
に
発
展
し
ま
す
の
で
散
歩
の

際
に
は
必
ず『
ふ
ん
回
収
袋
』を
携

行
さ
れ
、
持
ち
帰
ら
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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児童手当現況届をお忘れなく
児童手当などを受けている方は、毎年６月中に｢現況届｣を

提出しなければなりません。
この届は、児童手当を引き続き受ける要件があるかどうか

を確認するためのもので、届出がないと、６月分以降の手当
が受けられなくなります。
対象者には、６月中旬に届出用紙を送付いたしますので、

忘れずに提出してください。

《児童手当》
■対　象 小学校３年生までの児童を扶養している保護者の

方（所得制限があります。）
■手当額 第１子・第２子…月５,０００円

第３子以降…月１０,０００円
※公務員の方は、勤務先での手続きとなります。
※平成１７年１月１日以降に東松島市へ転入した方は、所得の
確認のために｢平成１７年度児童手当用所得証明書｣が必要です
ので、従前の市町村より取り寄せの上ご提出ください。
■問 福祉課子育て支援係　内線１１８７

住宅の耐震について相談してみませんか？

耐震診断・耐震改修耐震診断・耐震改修
無料相談会開催無料相談会開催

皆さんが、日ごろ疑問に思っている住宅の耐
震診断や耐震改修工事についてお答えするた
め、無料相談会を開催します。住宅の専門家が
相談に応じますので、ぜひこの機会に相談して
みてください。

～相談会の予定～
■場　　所 石巻土木事務所　大会議室
■住　　所 石巻市東中里２‐１‐１
■時　　間 １３：００～１７：００
■相 談 日 ６月８日（水）

７月１３日（水）
８月１０日（水）
９月１４日（水）
１０月１２日（水）
１１月９日（水）
１２月１４日（水）
１月１１日（水）
２月８日（水）
３月８日（水）

※毎月第２水曜日となっています。
※上記のほかに、（社）宮城県建築設計事務所協
会に常時相談所を開設し、相談業務にあたるこ
ととしています。
◆相談日時 月曜日～金曜日、９：００～１７：００まで

（土曜日曜祝日、年末年始を除く）
◆連 絡 先 宮城県建設設計事務所協会　

1０２２‐２２３‐７３３０

【現況届受付日時】 
月日 地区 時間 場所 備考 

６月２０日 
（月） 

小野地区 ９：００～１７：００ 
鳴瀬保健相談 
センター 

６月２１日 
（火） 

矢本地区 ９：００～１７：００ 市役所福祉課 

６月２２日 
（水） 

赤井・ 
小松地区 

９：００～１７：００ 市役所福祉課 

６月２３日 
（木） 

大塩・ 
大曲地区 

９：００～１７：００ 市役所福祉課 

６月２４日 
（金） 

野蒜・ 
宮戸地区 

９：００～１７：００ 野蒜公民館 

地区ごとに会場 
を設定しました 
が、都合のよい 
会場で手続きを 
してください。 

▲マーティー・
キーナート

■入場券 １組（５回）３,０００円
※パート１の当日券は販売しません
■お求め先
五人講演会実行委員会参加団
体および市内各公民館、東松
島市コミュニティセンター
■問 五人講演会実行委員会事
務局（東松島市コミュニティ
センター内）1８２‐６９６９

スポーツ 教育・文化・教養 芸　　能 政治・経済 健康・福祉 
マーティー・ 
キーナート 

（楽天チームアドバイザー） 

 アナンディン 
バヤラト 

（馬頭琴奏者） 

１９：００～２０：３０ １９：００～２０：３０ １９：００～２０：３０ １９：００～２０：３０ １９：００～２０：３０ 
６月２４日（金） ７月１５日（金） ８月１０日（水） ９月２９日（木） １０月２７日（木） 
パート１ パート２ パート３ パート４ パート５ 

開 催 日 
開催時刻 
領　　域 

講　　師 

演　　題 

会　場 

日本のスポーツは 
どこへ行くか 

「ヤンキー、弁護 
士になる」～非行 
少年だった自分を 
変えたもの～ 

モンゴルの大自然 
を語る・奏でる 

どうなる日本と北 
朝鮮～拉致と核問 
題の行方～ 

健康の大切さ 

東松島市コミュニティセンター 

 金崎　浩之 
（弁護士） 

かね ざき ひろ ゆき 

松居　一代 
（タレント） 

ま つ い か ず よ 

辺　真一 
（ジャーナリスト） 

ぴょん じん いる 

■主催
五人講演会実行委員会

■後援
東松島市
東松島市教育委員会
三陸河北新報社
石巻日々新聞
河北新報社
読売新聞社東北総局

平成17年度五人講演会講師・日程が決定
恒例となりました５人講演会。今年も各界で活躍されている５人の豪華な講師を

お迎えして実施します。健康・福祉や政治・経済、スポーツなど多彩な内容で講演
いただきますので多くの皆さんのご来場をお待ちしています。

▼金崎　浩之 ▼ アナンディンバヤラト

▲松居　一代

▼辺　真一



「City ViewCity View」では市のでは市のイベンベントや地域の話題を皆さんにお届けや地域の話題を皆さんにお届けします 「City View」では市のイベントや地域の話題を皆さんにお届けします 

８広報東松島　６月号

東松島市のＲＥＯ研究所(大曲字下台)が産業技術総合
研究所(つくば市)と共同で研究･開発を進める『ナノバ
ブル』の技術が、3月25日(金)から9月25日(日)まで愛
知県で開催されている｢2005年日本国際博覧会～愛･地
球博～｣で、全世界へ向けて紹介されています。
愛･地球博は、35年前に開催された大阪万博に次いで、

我が国で行われる2回目の国際博覧会で、121カ国と5
つの国際機関が参加し、最先端の技術や地域の文化など
を紹介する世界的なビッグイベントです。ナノバブルを
紹介するコーナーは長

なが

久
く

手
て

会場の日本館内に設けられて
おり、鯉

こい

と鯛
たい

、そしてチョウチョウ魚などが一緒に泳ぐ
水槽や水中で美しく咲くコチョウランが、世界各国から
詰め掛けた多くの観客の目を釘付けにしています。
ナノバブルは、酸素やオゾンで作った200ナノメート

ル以下の泡のことで、ＲＥＯ研究所の開発室長千葉金
かね

夫
お

さんが長年取り組んできた水質浄化研究の末にたどり着
いた世界最先端の技術。驚くほど高い浄化作用があるほ
か、万博でも紹介されているとおり、これを水槽に溶か

し込むことで悪環境に適応する魚の能力を向上させ、海
水魚(熱帯も含む)と淡水魚を一緒に泳がせるといった作
用も生み出します。この特性を生かし｢保存料無添加の
食品｣や｢無農薬の農作物｣の生産など、すでに実用化さ
れている分野があるほか、薬品を使わない魚の養殖やガ
ン、アルツハイマー病の治療の可能性を指摘する学者も
いるとのことです。
ナノバブル技術の出展について千葉金夫さんは、｢愛･

地球博への出展により、関係機関からの問い合わせが増
え、また、タイ政府からはタイ科学技術週間への出展依
頼が来ています。いろいろな分野への応用が、期待から
確認へ変わってきたことを実感でき、最高の極

きわ

みです｣
と笑顔で語ってくれました。

※1 ナノ…10億分の1
※2 タイ科学技術週間…タイ政府主催の最先端技術な

どを紹介する世界的な展示会。来場者数は、100
万人を超える。

ナナノノババブブルル　　全全世世界界へへ発発信信

▼長久手会場の日本館

鯉
と
鯛
、
そ
し
て
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
魚
な
ど
が

同
居
す
る
水
槽

※1

※2

レ　オ



９ 広報東松島　６月号

4
月
２５
日
、
老
人
福
祉
施
設

「
さ
つ
き
苑
」に
お
い
て
満
１００
歳
を

迎
え
た
佐
々
木
た
つ
み
さ
ん(

谷

地)

に
市
か
ら
敬
老
祝
い
金
を
贈

り
ま
し
た
。
新
市
で
の
敬
老
祝
い

金
の
交
付
は
初
め
て
。
親
族
１１
人

が
見
守
る
中
、
成
澤
市
長
職
務
執

行
者
か
ら
の
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

東東
松松
島島
　　
１１００００
歳歳
第第
１１
号号

奥
松
島
縄
文
村
歴
史
資
料
館
の

入
館
者
が
5
月
１０
日
、
３０
万
人
を

達
成
し
ま
し
た
。

３０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
富

谷
町
立
東
向
陽
台
小
学
校
の
6
年

生
１０８
人
。
同
館
か
ら
縄
文
土
器
の

レ
プ
リ
カ
や
花
束
、
ま
た
、
全
員

に
特
性
バ
ッ
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

入入
館館
者者
３３００
万万
人人
をを
達達
成成

5
月
１４
日
、
松
く
い
虫
被
害
に

よ
り
松
枯
れ
が
拡
大
す
る
矢
本
海

浜
緑
地
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

約
３００
人
に
よ
る
松
の
植
栽
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

植
樹
し
た
松
の
苗
木
が
7
〜
8

の
高
さ
に
達
す
る
ま
で
は
、
１０

年
く
ら
い
か
か
る
と
の
こ
と
で
す
。

松松
林林
のの
消消
滅滅
をを
防防
ぐぐ

5月8日(日)、奥松島公園を会場に奥松島まつり
(同実行委員会主催)が開催されました。
まつりでは、奥松島産のアサリや生カキ、新鮮な

野菜や漬物などの地場産品を販売。また、アサリ汁
の無料試食コーナーには長蛇の列ができていまし
た。このほか会場では、火おこし大会やアサリ採り
宝探しなどのユニークなイベントが行われ、盛り上
がりを見せました。
天候に恵まれたこの日は、大型連休最終日という

条件に合併による効果も加わり、前年より1万人多
い約3万人が来場。春の奥松島を満喫していました。

▲鳴瀬鼓心太鼓の勇姿を多くの人々が見つめます

▲植え方の指導を受ける参加者の皆さん

食食べべてて良良しし 遊遊んんでで良良しし 奥奥松松島島満満喫喫

3年ぶりとなる滝山桜まつり(同実行委員会主催)
が4月17日(日)、滝山公園で開催されました。
地域住民中心の実行委員会により行われた今年の

桜まつりでは、住民参加型を目指し子どもたちや保
護者など約300人が山野草の植栽活動を実施。また、
ブルーインパルスの展示飛行や安全祈願祭も行われ、
当日は約1,000人がまつりを満喫しました。
また、前日の16日(土)には恒例となった大塩ふれ

あい花まつり(同実行委員会主催)が大塩小学校校庭
で開催され、地区住民など多くの人出で賑わいました。
両まつりとも、桜はつぼみ状態でしたが、訪れた

人々は春の宴を楽しんでいました。

桜桜のの二二大大ままつつりり開開催催



１０広報東松島　６月号

退職者医療制度について
長い間勤めた会社などを退職して国保に加入している人のう

ち、以下の人は退職者医療制度で医療を受けることになります。

次の①～③すべてに該当する人とその扶養家族です。
①国保に加入している人
②老人保健制度の適用を受けていない人
③厚生年金などの老齢（退職）年金を受けている人で、加入期間
が２０年以上、または４０歳以降に１０年以上ある人

※扶養家族：退職被保険者本人と同じ世帯で、本人の収入によ
って生計を維持している配偶者（事実上婚姻関係と同様にある
人を含む）および３親等以内の親族

年金証書を受け取ったら１４日以内に市役所の市民課に届け出
てください。｢国民健康保険退職被保険者証｣が交付されます。

●年金証書（年金手帳ではありません） ●保険証　 ●印鑑

医療機関の窓口で｢国民健康保険退職被保険者証｣を提示しま
す。７０歳以上の人は｢国民健康保険高齢受給者証｣が必要となり、
一緒に提示します。

～退職後の医療保険～
退職者医療制度の適用を受ける以外にも、一定の条件を満た

せば①職場の健康保険などに引き続き加入する（任意継続）②他
の健康保険などに加入している人の扶養家族によるなどの選択
ができる場合もあります。選択によって、保険税額や給付内容
などが異なります。

保険課　内線１１５２・１１５３

国民年金保険料の免除を受けられた方へ
～追納するときの加算額が緩和されます～
国民年金の保険料免除・学生納付特例・若年者納付猶

予の承認を受けた期間があるとき、その期間は老齢基礎
年金の年金額が減額されることになります。
そのため、１０年以内であれば保険料をさかのぼって納

めることができる「追納」という制度がありますが、追納
する場合は一定の期間が過ぎると元の保険料に加算がつ
き、過ぎた年数が長くなるほど実際に払い込む保険料の
金額が高くなってしまいます。
こうしたことから、できる限り追納しやすい環境を整

え、将来の年金給付が多くなるように近年の低金利の状
況も踏まえ、平成１７年度からは加算率が見直されました。
なお、平成１７年度中に追納する場合の具体的な追納額

は、下記の表のとおりとなります。
免除、納付猶予の承認を受けた年度から起算した各年度における追納額 
免除等を受けた月の年度 当該年度保険料額 追納保険料額 

７年度 
８年度 
９年度 
１０年度 
１１年度 
１２年度 
１３年度 
１４年度 

（半額保険料） 
１５年度 

（半額保険料） 
１６年度 

（半額保険料） 

１１,７００円 
１２,３００円 
１２,８００円 
１３,３００円 
１３,３００円 
１３,３００円 
１３,３００円 
１３,３００円 
６,６５０円 
１３,３００円 
６,６５０円 
１３,３００円 
６,６５０円 

１６,３１０円 
１６,２６０円 
１６,０４０円 
１５,７９０円 
１５,１９０円 
１４,６００円 
１４,０４０円 
１３,５００円 
６,７５０円 
１３,３００円 
６,６５０円 
１３,３００円 
６,６５０円 

日用品や食料品などの無料配布や安売りの宣伝で大勢の人を集め、熱狂的な雰囲気の中で高額な商品
を売りつけます。
商品は主に、羽毛布団、磁気マットレス、健康食品などです。

～主な相談例～
● 家へ帰って冷静に考えたら高くて支払えない。
● 無理やり契約させられた。
● 家族から反対された。

狙われる高齢者!! ハイハイ学校学校（催眠商法催眠商法）の甘い甘いワナ！ ハイハイ学校学校（催眠商法催眠商法）の甘い甘いワナ！ ハイハイ学校（催眠商法）の甘いワナ！ 

市民課　消費生活相談員　内線1129

こういった被害にあわないために!!
● 安易について行かない。(契約するまで帰してもらえない
こともあります。)

● 催眠商法は、契約して８日以内に解除の手続きをしたら無
条件解除(クーリングオフ)になります。

● 強引に買わされても泣き寝入りせず、すぐに最寄りの消費
生活相談窓口までご相談下さい。

問

問

お医者さんにかかるとき

届け出に必要なもの

届け出

対象となる人
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矢 本子育て支援センター  
 
 
 
 
 
 
 
矢 本 保 健 相 談 セ ン タ ー  
 
 
 
 
 
 
 
 

鳴 瀬 保 健 相 談 セ ン タ ー  

７ カ 月 健 康 相 談  
１０カ月 健 康 相 談  
赤 ち ゃ ん 相 談  
乳 幼 児 健 康 相 談  
 
 
 
 

日本脳炎予防接種  
 
 
 
 
風 し ん 予 防 接 種  
三種混合予防接種 
 
 

日本脳炎予防接種  
 

平成１６年１１月生 
平成１６年８月生 
妊産婦および生後３カ月程度の赤ちゃん 
乳幼児および保護者の方 
平成１４年２月～４月生　１回目 
赤井・赤井南小「区域内」　４年生 
東小「区域内」　４年生 
平成１４年２月～４月生　２回目 
西・大塩小「区域内」　４年生 
矢本一中「区域内」　３年生 
矢本一中「区域内」　３年生 
大曲小「区域内」　４年生 
平成１２年５月～７月生　追加 
平成１２年８月～１０月生　追加 
平成１６年１月～３月生 
平成１６年１０月～１２月生　２回目 
小野・浜市小「区域内」　４年生 
１期（３歳～７歳６カ月） 
野蒜・宮戸小「区域内」　４年生 
１期（３歳～７歳６カ月） 
鳴瀬一中「区域内」　３年生 
鳴瀬二中「区域内」　３年生 

 ６ 月２０日（月）　  ９：００～  ９：２０ 
 ６ 月２０日（月）　１３：００～１３：２０ 
 ６ 月１４日（火）　  ９：３０～１１：３０　 
 ６ 月２９日（水）　１３：３０～１５：３０　 
 ６ 月 １ 日（水）　１３：００～１３：３０ 
 ６ 月 ３ 日（金）　１３：１０～１３：４０ 
 ６ 月 ７ 日（火）　１３：１０～１３：４０ 
 ６ 月 ９ 日（木）　１３：００～１３：３０ 
 ６ 月１４日（火）　１３：１０～１３：４０ 
 ６ 月１５日（水）　１３：１０～１３：４０ 
 ６ 月１６日（木）　１３：１０～１３：４０ 
 ６ 月１７日（金）　１３：１０～１３：４０ 
 ６ 月２１日（火）　１３：００～１３：３０　 
 ６ 月２８日（火）　１３：００～１３：３０　 
 ６ 月 ８ 日（水）　１３：００～１３：３０　 
 ６ 月２２日（水）　１３：００～１３：３０　 
 ６ 月 ６ 日（月）　１３：００～１３：３０　 
 ６ 月１３日（月）　１３：００～１３：３０　 
 ６ 月１３日（月）　１３：１０～１３：４０　 
 ６ 月２７日（月）　１３：００～１３：３０　 
 ６ 月２７日（月）　１３：１０～１３：４０　 
 ６ 月２９日（水）　１３：００～１３：３０ 

会　　　場 行　　事 該　　当　　者 実施日時および受付時間 

６月　１日（水） 
 

６月　２日（木）  
 

６月　３日（金） 
 
 

６月　６日（月） 
 

６月　７日（火） 
 

６月　８日（水） 
 

６月　９日（木）  
 

６月１０日（金） 
 

６月１１日（土） 

東 名 地 区  
学 習 等 供 用 施 設  
亀 岡 地 区  
学 習 等 供 用 施 設  
中 下 公 民 館  
浅 井 公 民 館  
農村創作活動センター 
 
野 蒜 公 民 館  
 
牛 網 地 区  
学 習 等 供 用 施 設  
牛 網 地 区  
学 習 等 供 用 施 設  
西福田地区体育館 
鳴瀬保健相談センター 
 
鳴瀬保健相談センター 
 

鳴瀬保健相談センター 

　９：００～１１：３０ 
１３：００～１４：００ 
　９：００～１１：３０ 
１３：００～１４：００ 
　９：００～１０：００ 
１１：００～１２：００ 
１３：３０～１４：３０ 
　９：００～１１：３０ 
１３：００～１４：００ 
１７：３０～１９：００ 
　９：００～１１：００ 
１２：３０～１３：３０ 
　９：００～１１：００ 
１２：３０～１３：３０ 
　９：００～１０：３０ 
１２：３０～１４：００ 
　９：００～１１：３０ 
１３：００～１４：００ 
１７：００～１９：００ 
　９：００～１１：００ 
１２：３０～１４：００ 

新　場 
元　場 
西余景を除く亀岡 
西余景・洲　崎 
中　下 
浅　井・川下下 
上下堤上・上下堤下・川下上 
新　町 

未検者（野蒜・宮戸地区）  
平　岡 
浜市上 
往　還 
浜市下 
西福田上・西福田下・肘　曲 
新　道 
本　町・城　内・田　町 
根　古・高　松・新　田 
未検者（小野地区） 

未検者（小野・野蒜・宮戸地区） 

実　施　月　日 会　　場 受　付　時　間 対　象　地　区 

６月２７日（月） 
７月　７日（木） 

７：００～９：００ 
７：００～９：００ 

矢本保健相談センター 
矢本保健相談センター 

矢本地区の未検の方 
矢本・鳴瀬地区の未検の方 

実　施　月　日 受　付　時　間 検　診　会　場 対　象　地　区 

●健康相談・予防接種のお知らせ

●各種検診のお知らせ

※該当外で接種希望の方は、ご連絡ください。
※予防接種の該当者には事前に予診票を送付します。予診票がこない方と、転入された方はご連絡ください。
※鳴瀬会場の乳幼児健康相談は、隔月で行います。（次回は７月２０日（水）の予定です。）
◆乳幼児の健康診査の日程は、生涯学習カレンダーまたは個人通知をご覧ください。

※都合により決められた日に受診できない方は、上記日程の都合の良い日に受診してください。
受診票は申し込みされた方へ郵送しますので、受診を希望する方は早めにお申し込みください。

■このページについてのお問い合わせ先　東松島市役所 健康推進課　82‐1123

※胃がん検診を都合が悪く受けられなかった方の日程は、下記のとおりです。

６月から７月に実施する検診をお知らせしますので、ぜひ受診されるようお勧めします。
なお、病院や職場で受けられる方、人間ドック（５０歳）対象で受診を希望される方はご遠慮願います。

１．平成１７年度結核及び肺がん検診・基本健康診査・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検査・大腸がん検診（鳴瀬地
区）の実施について

２．平成１７年度胃がん検診のお知らせ
○平成１７年度胃がん検診日程（鳴瀬地区）について
鳴瀬地区の胃がん検診を６月２０日（月）～７月２日（土）までの１１日間で実施します。
検診の日程・対象地区などの詳細は、受診票の裏面に記載して受診を希望された方へ郵送する予定ですが、ま

だ申し込みをしていない方で受診希望される方は早めにお申し込みください。



～知っ得情報～

１２広報東松島　６月号

臨
時
保
育
士
募
集

■
勤
務
内
容

児
童
の
保
育
　

■
応
募
資
格

５５
歳
以
下
の
健
康
な
方

（
保
育
士
資
格
者
）

■
勤
務
時
間

１
日
５
時
間
勤
務

■
募
集
人
員

１
人

■
賃
金

日
給
４
、
３
０
０
円

■
締
め
切
り

６
月
１５
日（
水
）

※
履
歴
書（
写
真
添
付
）保
育
士
証

を
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問

福
祉
課
子
育
て
支
援
係

内
線
１
１
８
５

臨
時
調
理
員
登
録
希
望
者
募
集

■
業
務
内
容

学
校
給
食
の
調
理

お
よ
び
洗
浄
作
業

■
応
募
資
格

３０
歳
か
ら
４５
歳
ま

で
の
東
松
島
市
矢
本
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
内
居
住
者

（
旧
矢
本
町
内
）

■
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
　
１
日
５
時
間

８
時
３０
分
お
よ
び
９
時
か
ら
の

１
週
間
交
替
制

月
〜
金
曜
日
　
１
日
３
時
間

１３
時
３０
分
か
ら

※
学
校
の
春
・
夏
・
冬
休
み
お
よ

び
土
日
祝
祭
日
は
休
み

■
賃
金

時
給
７６０
円

■
締
め
切
り

６
月
１７
日（
金
）

※
矢
本
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
履

歴
書
持
参（
写
真
貼
付
）

※
後
日
面
談
あ
り

■
問

東
松
島
市
矢
本
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

1
８２
‐
６
３
９
９

学
校
プ
ー
ル
監
視
員
募
集
　

市
で
は
、
夏
休
み
に
学
校
プ
ー

ル
監
視
員
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

各
学
校
若
干
名

■
募
集
対
象

高
校
生
以
上
の
健
康
な
方

■
勤
務
期
間

７
月
２１
日（
木
）

〜
８
月
２５
日（
木
）

■
勤
務
時
間

８
時
３０
分
〜
１７
時

■
勤
務
場
所

市
内
小
中
学
校

（
小
野
小
除
く
）

■
賃
金

日
額
６
、９
０
０
円

※
応
募
方
法
　
６
月
２４
日（
金
）ま

で
各
学
校
に
履
歴
書
を
持
参
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問

各
小
中
学
校
ま
で

海
と
大
地
　
子
ど
も

交
流
実
行
委
員
募
集

市
内
の
小
学
５
、
６
年
生
を
対

象
に
広
大
な
北
の
大
地
と
豊
か
な

自
然
の
北
海
道
更
別
村
と
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
相
互
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
実
行
委
員

と
し
て
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
高
校
生
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！

■
問

市
民
活
動
推
進
課

男
女
参
画
推
進
係

内
線
２
２
５
５

平
成
１８
年
度
採
用
上
級
消
防

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

■
種
別

上
級
消
防
吏
員

■
採
用
予
定
人
数

２
名
程
度

■
受
験
資
格

○
昭
和
５７
年
４
月
２
日
〜
昭
和
５９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
採
用
後
、
石
巻
市
・
東
松
島
市

お
よ
び
女
川
町
に
居
住
で
き
る
方

■
試
験
日

７
月
２４
日（
日
）

■
申
込
受
付
期
間

６
月
１
日（
水
）〜
６
月
２８
日（
火
）

■
問

石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
総
務
課
人
事
教
養
係

1
０
２
２
５
‐
９５
‐
７
１
１
１

（
内
線
２
５
０
）

よ
さ
こ
い
を
一
緒
に

踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム「
お
ど
っ
ち
ゃ

矢
↓
も
っ
と
」で
は
、
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。小
中
高
校
生
、

大
人
の
方
、男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

１０
月
に
開
催
さ
れ
る「
み
ち
の
く

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ま
つ
り
」で
一
緒

に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
練
習
日
時

毎
週
月
・
金

１９
時
００
分
〜
２０
時
４５
分

■
練
習
場
所

矢
本
東
小
体
育
館

■
問

０９０
‐
２
８
８
３
‐
５
４
０
０

門
真

印
鑑
登
録
証
交
換
の
お
知
ら
せ

旧
町
で
使
用
し
て
い
た
印
鑑
登

録
証
を
新
市
の
も
の
と
交
換
い
た

し
ま
す
。
交
換
窓
口
は
、
旧
矢
本

町
登
録
の
方
は
市
民
課
窓
口
、
旧

鳴
瀬
町
登
録
の
方
の
う
ち
１
‐
００
の

方
は
総
合
支
所
、
２
‐
００
は
野
蒜
出

張
所
、
３
‐
００
の
方
は
宮
戸
交
付
所

と
な
り
ま
す
。
旧
登
録
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
交
換
期
間
は
６
月

ま
で
な
の
で
、
交
換
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

■
問

市
民
課
住
民
記
録
係

内
線
１
１
２
３

第
2
回
東
松
島
旬
の
市
開
催

今
回
の
目
玉
は
旬
の
シ
ャ
コ
エ

ビ
。そ
の
他
、鮮
魚
な
ど
の
海
産
物
、

き
の
こ
汁
の
無
料
試
食
な
ど
各
種

地
場
産
品
を
取
り
揃
え
て
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

６
月
２６
日（
日
）

９
時
００
分
〜
１３
時
００
分

■
場
所

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

矢
本
店
　
駐
車
場

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。
出
店
料
１
ブ
ー

ス（
２
ｍ
×
３
ｍ
）５
０
０
円
　

（
１
人
１
ブ
ー
ス
と
す
る
）

※
募
集
開
始
６
月
１３
日（
月
）〜

■
問

商
工
観
光
課
　

商
工
振
興
係
　
内
線
２
１
２
３

鳴
瀬
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
一
斉
植
栽
の
お
知
ら
せ

国
道
４５
号
の
環
境
美
化
、ド
ラ
イ

バ
ー
の
交
通
安
全
を
願
う
た
め
、今

年
も
小
野
駅
前
を
中
心
に
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
の
植
栽
作
業
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

６
月
１２
日（
日
）

５
時
３０
分
か
ら

■
場
所

国
道
４５
号
線
小
野
駅
前

■
問

市
民
活
動
推
進
課
　

内
線
２
２
５
３

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

移
動
献
血
車
が
来
ま
す
の
で
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
の
献
血
は
４００
p
献
血
の
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
実
施
日

６
月
４
日（
土
）

■
時
間

１０
時
００
分
〜
１２
時
００
分

１３
時
００
分
〜
１６
時
００
分

■
場
所

矢
本
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン

■
問

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

内
線
３
１
０
２
、３
１
０
９

国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

１０
月
１
日
に
平
成
１７
年
国
勢
調

査
を
行
い
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問

企
画
課
　
企
画
統
計
係

内
線
１
２
３
７

募
　
集

お
知
ら
せ



１３ 広報東松島　６月号

東
松
島
市
交
流
プ
ラ
ザ

「
ゆ
ぷ
と
」内
の
利
用
の
ご
案
内

市
で
は
矢
本
駅
前
に
市
民
や

「
ゆ
ぷ
と
」利
用
者
の
憩
い
の
場
と

し
て
部
屋
を
設
け
ま
し
た
。

■
場
所

矢
本
字
河
戸
３４２
‐
２

（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
ゆ
ぷ
と
内
）

■
利
用
使
途

各
種
会
議
、
市
民

活
動
、
展
示
会
、
発
表
会
等

■
利
用
方
法

健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
受
付
に
許
可
書
持
参
し
借
受

手
続
き
を
し
ま
す
。

■
利
用
料
金

プ
ラ
ザ
北
側
、
南

側
そ
れ
ぞ
れ
９
時
‐
１７
時

５００
円
、

１７
時
‐
２１
時

１
、０
０
０
円

（
４
時
間
単
位
、
営
利
以
外
、

市
内
料
金
）

■
休
館
日

第
２
、
４
水
曜

（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

■
申
込

市
民
活
動
推
進
課（
鳴
瀬

庁
舎
）に
３
日
前
ま
で

■
駐
車
場

使
用
者
利
用
時
間
は

手
続
き
に
よ
り
無
料
。

■
利
用
注
意

原
則
営
利
目
的
の

使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問

市
役
所
市
民
活
動
推
進
課
　

内
線
２
２
５
２
、２
２
５
３

6
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

土
砂
災
害
の
ほ
と
ん
ど
は
、
長

雨
や
大
雨
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な

っ
て
起
こ
り
ま
す
。
特
に
梅
雨
時

は
年
間
で
最
も
土
砂
災
害
の
多
い

季
節
な
の
で
、
普
段
か
ら
の
準
備

と
心
構
え
が
大
切
で
す
。
避
難
場

所
と
道
路
の
確
認
、
食
料
・
貴
重

品
な
ど
を
つ
め
た
非
常
袋
を
常
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
宮

城
県
お
よ
び
東
松
島
市
に
よ
る
危

険
箇
所
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
６
月

２
日（
木
）に
行
い
ま
す
。

■
問

建
設
課
建
築
係

内
線
１
２
５
３

第
４０
回
い
き
い
き
健
康
講
座

医
療
福
祉
講
演
会
の
お
知
ら
せ

■
日
時

６
月
１４
日（
火
）

１８
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
講
師

Ｍ
Ｃ
Ａ
工
学
研
究
所
代
表

菊
池
佑
二
先
生

■
テ
ー
マ
「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
度
測

定
に
よ
る
健
康
管
理
」

■
主
催

医
療
法
人
医
徳
会

真
壁
病
院

■
入
場
料

無
料

■
問

真
壁
病
院

1
８２
‐
７
１
１
１

平
成
１７
年
度
警
察
官
採
用

予
定
人
員
な
ど
の
お
知
ら
せ

■
採
用
予
定
人
員（
宮
城
県
）

警
察
官
Ａ（
男
性
１１０
人
、
女
性
１０

人
）…
対
象
　
大
卒
程
度

警
察
官
Ａ（
武
道
指
導
　
５
人
）

警
察
官
Ｂ（
男
性
４５
人
、
女
性
５

人
）…
対
象
　
Ａ
以
外
の
者

■
受
付
期
間

警
察
官
Ａ
　
５
月
２０
日（
金
）

〜
６
月
１７
日（
金
）

第
１
次
試
験
　
７
月
１０
日（
日
）

警
察
官
Ｂ
　
７
月
２９
日（
金
）

〜
８
月
２６
日（
金
）

第
１
次
試
験
　
９
月
１８
日（
日
）

■
年
齢
な
ど

○
警
察
官「
Ａ
」

昭
和
５１
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
男
女
　

４
大
卒
者
ま
た
は
平
成
１８
年
３
月

３１
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の

男
女（
短
大
卒
除
く
）

○
警
察
官「
Ｂ
」

昭
和
５１
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

女
　

■
そ
の
他

●

武
道
指
導
者
は
柔
道
３
段
、
剣

道
４
段
以
上
資
格
が
必
要
。

■
問

石
巻
警
察
署

1
９５
‐
４
１
４
１

母
子
父
子
家
庭
等
特
別

相
談
の
実
施
に
つ
い
て

母
子
父
子
家
庭
の
方
々
が
生
活

上
抱
え
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
弁
護
士
が
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

相
談
を
行
う
場
合
は
、
事
前
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
相
談
日

平
成
１７
年
６
月
８
日（
水
）

平
成
１７
年
８
月
１０
日（
水
）

■
場
所

石
巻
合
同
庁
舎

■
問

石
巻
保
健
福
祉
事
務
所
母

子
・
障
害
班（
合
同
庁
舎
内
）

1
９５
‐
１
４
３
１

「
無
料
人
権
相
談
所
」開
設

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
暴
力
、
い
じ

め
、
家
庭
問
題
な
ど
の
相
談
を
人

権
擁
護
委
員
が
受
け
、
解
決
の
お

手
伝
い
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時

６
月
１０
日（
金
）

１０
時
００
分
〜
１５
時
００
分

■
場
所

野
蒜
公
民
館

■
問

鳴
瀬
総
合
支
所

戸
籍
住
民
係
　
内
線
２
１
１
１

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

イ
ラ
イ
ラ
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の

悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

痴
呆
や
精
神
疾
患
で
相
談
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

■
相
談
日

６
月
３０
日（
木
）

１４
時
００
分
〜
１７
時
００
分

■
担
当
医

ひ
か
り
サ
ン
テ
ク
リ

ニ
ッ
ク
　
加
藤
光
三
　
先
生

※
あ
ら
か
じ
め
、
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
問

福
祉
課
社
会
福
祉
係
　

内
線
１
１
７
５

相
　
談

休日診療担当医院表

※公立深谷病院1７３‐２１１１、石巻赤十字病院1９５‐４１３１、石巻市立病院1２３‐３２００は、２４時間体制で救急患者の診療にあたっています。診
療が必要な場合は、電話確認をしてから受診されますようお願いいたします。

午前９時～午後５時まで

月 日 
医院名 医院名 医院名 電話 電話 電話 

小児科 矢本地区 鳴瀬地区 

6/5（日） 

6/12（日） 

6/19（日） 

6/26（日） 

９３－９６９３ 

２２－１７１４ 

９５－４１２１ 

９２－８８０５ 

きくべえクリニック 

真 壁 病 院  

仙 石 病 院  

安 部 医 院  

８３－７３７３ 

８２－７１１１ 

８３－２１１１ 

８２－５３５１ 

 

鳴瀬中央医院 

 

佐 幸 内 科  

 

８７－３８５３ 

 

８８－３７３７ 

おおば小児クリニック 

田中小児科医院 

中山こどもクリニック 

あいかわ小児クリニック 
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平
成
１７
年
４
月
届
け
出
分

（
４
月
１
日
〜
４
月
３０
日
）

敬
称
略
・
希
望
者
の
み

掲
載
し
て
お
り
ま
す

ごご
結結
婚婚
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

ごご
誕誕
生生
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

市の人口

（平成17年4月末現在の住民基本台帳）

男　21,503人（＋106）
女　22,288人（＋ 58）
計　43,791人（＋164）
世帯数　14,350戸（＋ 85）

（ ）内は前月比
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澤
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浩ひ
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多
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城
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戸
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仙
台
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石
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仁ひ
と

柳
　
北
　
中
野
　
花は
る

香か

美み

智ち

子こ

新
　
道
　
武
山
　
沙さ

海ら

由ゆ

　

希き

照
　
井
　
齋
藤
　
暖は
る

と

直な
お
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９０

浜
須
賀
　
佐
　
藤
　
た
ま
こ
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新
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戸
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上
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戸
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沢
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よ
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（（（（（（（（（（（（

5月8日(日)、奥松島公園を会場に開催された奥
松島まつりで｢縄文火おこし大会｣に参加している
親子を撮影しました。
縄文時代に使われていたものを複製した｢火おこ

し器｣で、一生懸命火をおこすお父さんを、家族み
んなで応援している大変微笑ましい姿です。

City ViewCity View「食べて良し「食べて良し 遊んで良し遊んで良し 奥松島満喫」奥松島満喫」 City View「食べて良し 遊んで良し 奥松島満喫」P９ 

関係ページ
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6月1日～7月4日 

■第１回東松島市中
学校総合体育大会
一次大会 
■おはなし会 
　　　15:00 
 
 
 
■鳴瀬幼稚園防災訓
練(７,８,10日)

■矢本地区サルビア
一斉植栽　6:30 
■第１回東松島市中
学校総合体育大会
一次大会予備日 
　(鳴瀬一･二中、矢
本一中･二中) 
■鳴瀬幼稚園父親参 
　観 

日 ～SUN～ 月 ～MON～ 火 ～TUH～ 水 ～WED～ 木 ～THU～ 金 ～FRI～ 土 ～SAT～ 

…市民体育館 
…赤井地区体育館 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ …テニスコート 

体育施設一般開放日 お問い合わせはこちら 

日時を変更する場合 
があります。お問い 
合わせは、スポーツ 
振興課（鳴瀬庁舎内） 
まで　　82-1111

市
役
所
ほ
か 

コ
ミ
セ
ン 

体
育
施
設 

…市役所 82-1111 
…鳴瀬総合支所 87-3111 
…矢本保健相談センター 82-1123 
…鳴瀬保健相談センター 82-1111 
…老人福祉センター 83-2851 
…矢本子育て支援センター 84-2676 
…鳴瀬子育て支援センター 82-1111 
…東松島市図書館 82-1120 
…奥松島縄文村歴史資料館 88-3927 
…蔵しっくパーク 84-1770

役 

老 

図 

蔵 

鳴総 
矢保 
鳴保 

矢子 
鳴子 

縄文 

…東松島市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-6969 
…大曲地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-5965 
 
…市民体育館 82-9030 
…赤井地区体育館 82-6803 
…矢本運動公園 82-6804 
…鷹来の森運動公園 82-1101 
…奥松島運動公園 
　　　(バウンズ88含む) 88-4588 
…健康増進センター 84-3855

曲コ 

赤体 

東コ 

市体 

矢運 

奥運 
鷹来 

健増 

■おはなし会 
　　　11:00 15:00 
■宮戸小ウォークラ
リー大会 
■赤井小家庭訪問 
■野蒜小家庭訪問 
　(～３日） 
■就職応援EXCEL研修 
■西小家庭訪問 
　（～３日） 

■大塩小避難訓練 
■大曲幼稚園お弁当
参観 
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■はなぶさ幼稚園歯
科健康診断 
 
■鳴瀬幼稚園家庭訪
問(～10日まで)

■赤井小家庭訪問 
■浜市小遠足 
■中央幼稚園春季親
子遠足 
■矢本二中自由参観 
■大曲小１～４年生
遠足 
■矢本幼稚園保育参観 
■はなぶさ幼稚園内
科健康診断 

■宮戸小プール開き 
■大曲小４年生水道
施設見学会 
 
 
 
■市民課窓口延長 
　(～19:00) 
■のびる幼稚園親子
遠足 

■宮戸小避難訓練 
■赤井小家庭訪問(～８日) 
■赤井小プール開き 
■野蒜小防災訓練 
■一般インターネッ
ト研修 
■シニア文書作成研
修　　 （～10日) 
■生活相談 
　野蒜公民館 10:00

■おはなし会 
　　　15:00 
■宮戸小４年生水道
施設見学 
■赤井小避難訓練 
■浜市小５年生花山
宿泊学習(～10日) 
■就職応援EXCEL
研修　 
 

■矢本東小市民参観
日(～10日) 
■一般インターネッ
ト研修 
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■西小５年 
　花山合宿(～11日)

■宮戸小地区清掃 
■小野小１～４年生
遠足 
■赤井南小、大塩小
プール開き 
■鳴瀬一中１年生国
道花の植栽 
■鳴瀬二中・野蒜小
合同海浜清掃 

■中央幼稚園家族参
観日 
■おはなし会 
　　　15:00 
 
■矢本東小４年生水
道見学 
■大曲小避難訓練 
■生活相談 
　　　10：00

■鳴瀬フラワーロー
ドマリーゴールド
植栽　5:30分～ 
 
■大曲小プール開き 
■図書館こどもサー
クル　9:30～ 
■図書館休館日 
■鳴瀬幼稚園いちご
狩り 

■宮戸小自由参観（～17日） 
■小野小避難訓練 
■赤井南小地震防災訓練 
■浜市小避難訓練 
　(引き渡し訓練)  
■一般インターネッ
ト 
■鳴瀬幼稚園2才児教室 
■のびる幼稚園交通
安全教室 

■赤井小・赤井南小・大曲小
市民参観日(～15日) 

■赤井小4年生水道施設見学 
■鳴瀬総合支所窓口
延長(～19:00) 
■鳴瀬二中防災避難訓練 
■矢本二中自由参観
日(～15日） 

■機能訓練　　　9:30

■宮戸小６年生修学
旅行（～16日） 
■小野小プール開き 
■赤井南小５年生松
島合宿（～17日) 
■矢本一中市民参観
日（～16日） 
■矢本東小避難訓練 
■就職応援EXCEL
研修 

■野蒜小プール開き 
■浜市小地区清掃 
■矢本二中避難訓練 
■一般インターネッ
ト研修 
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
 
 
■西小避難訓練 

■大塩小1～4年生
遠足 
 
 
 
 
■鳴瀬幼稚園第1回
誕生会 
■のびる幼稚園保育
参観日 

■おはなし会 
　　　15:00 
■矢本二中自由参観日 
■大曲幼稚園保育参
観・PTA研修会 
　（親子スポーツ） 
■｢オープンくらっ
ぱ蔵部｣(10:00～) 
■はなぶさ幼稚園父
親参観日 

■第１回東松島市中
学校総合体育大会
二次大会陸上競技
大会 

■図書館休館日 
■野蒜小芸術鑑賞教
室 

■矢本東小５年生花
山合宿訓練(～23
日） 
■矢本幼稚園人形劇
鑑賞会 
■生活相談 
　10:00 小野公民館 
■市民課窓口延長 
　(～19:00)

■大曲幼稚園臨時休
園（公立幼稚園公
開保育研究会） 
■就職応援EXCEL
研修 
■おはなし会 
　　　15:00 
■西小オリエンテー
リング 

■赤井小５年生花山
合宿（～25日） 
■大塩小修学旅行 
　（～24日） 
■大曲小学習参観日 
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00

■生活相談 
　　　10:00 
■五人講演会 
　パート１ 
　19:00

■宮戸小６年生ふる
さと体験学習（史
跡巡り） 
■赤井小５年生振替
授業日 
■鳴瀬幼稚園内科検診 
■おはなし会 
　　　15:00

■第１回東松島市中
学校総合体育大会
水泳競技大会 
■第２回東松島旬の
市　9:00～13:00 
■図書館読書指導者
養成講座 
　13:30～ 

■図書館休館日 
■はなぶさ幼稚園６
月生まれ誕生会 

 ■大塩小学習参観日 

■小野小開校記念日 
■矢本二中地区懇談
会（～30日） 
■大曲小５年生花山
合宿(～30日) 
■シニアEXCEL研
修　　　(～29日) 
■一般WORD研修 
■機能訓練 
　　　9:30

■鳴瀬一中２年生岩
手合宿（～7/1） 
■就職応援EXCEL
研修 
■暑中見舞作成講習 
 
 
 
■鳴瀬総合支所窓口
延長(～19:00)

■大曲幼稚園、中央
幼稚園誕生会 
■一般WORD研修 
 
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■はなぶさ幼稚園交
通安全教室 

■学習参観日(小野
小、赤井小、赤井
南小、浜市小、野
蒜小、宮戸小) 
■宮戸小地区懇談会 
■中央幼稚園、大曲
幼稚園プール開き 
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１６広報東松島　６月号

「菜の花畑に入り日薄れ見渡す山の端
は

霞
かすみ

深
ふか

し…」。小
しょう

学
がく

唱
しょう

歌
か

「朧
おぼろ

月
づき

夜
よ

」（高野辰之作

詞、岡野貞一作曲）。春の宮戸島には、誰しも一度は耳にしたことがあるであろうこ
の名曲を、思わず口ずさみたくなる

ような美しい光景が広がります。こ

の地では離島である地の利を生か

し、古くから白菜の採種用として菜

の花が育てられてきました。

澄み切った青空の下、山間に広が

る黄金色のじゅうたんが、訪問者に

もどこか懐かしい日本のふるさとを

感じさせてくれます。
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古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています 

環境にやさしい植物性大豆油 
インキで印刷しています。 

編
集
室
か
ら

日
に
日
に
温
か
く
な
り
、
１
年

で
１
番
取
材
に
歩
く
の
が
楽
し
く

な
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

矢
本
町
役
場
出
身
の
担
当
と
し
て

は
、
鳴
瀬
地
域
で
の
取
材
活
動
の

際
に
は
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
が

と
て
も
真
新
し
く
、
と
て
も
新
鮮

で
、
例
年
の
こ
の
時
期
に
比
べ
て

更
に
楽
し
く
取
材
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
取
材
の
か
た
わ
ら
、
行
政

区
や
名
所
を
確
認
す
る
な
ど
、
勉

強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も

ま
た
楽
し
い
も
の
で
す
。

菅
野

今
年
も
奥
松
島
ま
つ
り
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
多
く
の
方
に
お
い
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
場
で
行
わ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
、
訪
れ
た

人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
カ
メ
ラ
を
片
手
に
会

場
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
担
当
。

た
く
さ
ん
の
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。

お
い
し
そ
う
に
ア
サ
リ
汁
を
食

べ
て
い
る
人
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
で
的
に
当
て
て
喜
ん
で
い
る
人

な
ど
、
数
え
き
れ
な
い
笑
顔
に
会

え
た
日
で
し
た
。

尾
形

里浜 

月浜 

大浜 

室浜 

めがね島 

菜の花畑 

まちの宝まちの宝 まちの宝まちの宝 まちの宝 


